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本日のプログラム

次週例会 講師例会「 釧路の宝物（資源）を域外へ届ける。 」( 担当：プログラム委員会） 

職業奉仕月間
上期を振り返って（ 三役・四大委員長 ）」( 担当：理事会） 
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　こんにちは。今日
もご出席いただきあ
りがとうございま
す。ロータリークラ
ブ関係は行事が少な
いので、報告事業と
して手元にないもの
ですから話題を変えて、どうでもいい話をいたします。
　私は最近、昨年買った５Ｇのスマホばかり見ていま
す。スマホの Google を見ていると、ニュースはいつ
も日銀さんの黒田総裁が１・２・３番手ぐらいに絶対
入っています。今日は日銀さんの話に絞って、題を付
けるとすれば『庶民に優しい日銀さん』です。金利や
為替ではありません、私の事です。私の一番上の姉は
88歳で、少し認知症を煩っていますけれども、昔は
日銀に勤めていてお世話になっていたことがあります
から、少し親近感がありまして、その話をさせていた
だきます。３つぐらいお金に関するエピソードがあり
ます。
　1つ目のエピソードです。これはそれほど前ではあ
りません。ロータリーかもしれませんけれども夜の会
合で会費がかかるので、１万円を妻に頼んでいました。
私は４時ころ準備をして５時に出かけようとしたら、
なにもお金を置いていないのです。妻に「お前、お金
はどうしたの」と聞いたら「机の上に置いたでしょ」

と言うわけです。
　ハッと思いました。４時ころに自分の机を整理して
いて、いらないものを全部シュレッターにかけていま
した。そのとき銀行の封筒の１万円をはさめてシュ
レッターに入れてしまったのです。それが、たまたま
シュレッターのゴミを全部取り出した後だったので、
底に微かに残っていたのです。が、この１万円を拾う
ことがジグソーパズルのように大変でした。封筒の紙
と紙の間に日銀さん（１万円札）の破片が入っていま
すから、それを回復させるのに大騒ぎをしました。そ
れが最高に難しいジグソーパズルで、妻が女の意地で、
１週間ぐらいかけて回復させて１万円は戻って来まし
た。あのお金が２万円ならアウトですね。重なりがな
い１万円だったから良かったのです。そんなことで、
日銀さんに大変お世話になりました。
　もうひとつ日銀さんのことです。私は新婚のころ、
父親の家を増築して住んでいたものですから実質的に
親子同居です。当時、生活費と食事代として６万円を
父親に渡していました。そして給料日にドタバタして
いるうちに、テーブルの上に置いてあった６万円の生
活費を妻が「見たら、ない」と言って探しているのです。
　ハタッと思い、径路をたどってみたら、テーブルの
横にあったごみ箱に封筒ごと入って、庭先のサビたボ
ロストーブに入れてしまっていたのです。忙しかった
ものですから、火を付けた後にかき混ぜなかったこと
が良かった。夜になって、この径路だと思ってそれを

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■
上期を振り返って

懐中電灯で探して見たらお金が１／４ぐらいに重なり
合ってかすかに残っていました。あれをかき混ぜてい
たら完全にアイト。そして６万円という金額がちょう
ど数えられる金額で、ウチには札束なんてありません
が札束なら大変なことですよ。
そのようなことで、前の晩はごみ箱を床の間に置いて
風呂敷をかけて保管していました。翌朝に私の自慢の
マークⅡで日銀釧路支店へ持って行って見せました。
その時、担当の方が「お仕事は何ですか」と聞くもの
ですから当然名刺を出しました。何か、ニタッとした
声で「これは火災保険は出ないのですか」と言うので
す。そこで「出るなら、私はここに来てないよ」とタ
ンカを切ろうとしましたが、それはお金を返してもら
えればそれで良いのですから。この２つ、とても釧路
の日銀さんにお世話になりました。
　お金に関しての３つ目。昭和 47年に新婚旅行で九
州へ行きました。そこに旅行の大金を持って行かなけ
ればならないとき、当時は「オンラインだから向こう
で引き出せる」という約束があって、富士銀行に口座
があったのでお金を入れて、熊本へ行った時に印鑑ひ
とつで下ろせました。それを熊本のタクシーの運転手
さんに話したら「それは凄い話だね。じゃ私も明日、
日銀へ行って口座を作って来ますわ」と言うのです。
妻も銀行の窓口にいましたから、その後は、話の分かっ
ている人だと思ってタクシーの中はシーンとしていま
した。
その後の 2013 年、私は札幌へ出張した時にお金を引
き出そうと、いまは名前が変わったみずほ銀行に行き
ました。３万円から５万円ぐらいをと思って行ったら、
お金を引き出せなくなっていて、てんやわんやしてい
ました。例のＡＴＭ機の事故で引き出しはできません
でした。
なぜ、昭和 47年に印鑑ひとつで熊本で引き出せて、
41年後の 2013 年に現金が引き出せない。ちょっと
納得できない時代だと思っています。あの当時、富士
銀行の口座にお金を入れていても、もし印鑑ひとつで
引き出せなかったら悲惨な目に遭っていたのでしょ
う。旅のお金はやっぱり腹巻きとは言わないですけれ
ど、パンツに３万円から５万円を入れておいた方が安
全だと思います。旅先でひもじい思いは嫌ですからね。
このようなお金に関して３つの体験がありましたの
で、話題として提供します。
会長挨拶にはならないと思いますけれど、よろしくお
願いいたします。ありがとうございました。

滝越　康雄会長
　今日は、『上期を振り返って』ということで、企業

で言えば中間決算で
す。各事業とも確実
にこなして来ており
ます。とにかく前半
は予定スケジュール
をこなすだけで精一
杯でした。なにかの
結果を出したいが例会対応と定番の事業に追われて他
のことはほとんど手付かずで、行っていません。決まっ
たことだけ行っています。
　私の体験談として、きつかったことは野球大会の始
球式。そして心に残ったことは厚岸ロータリークラブ
60周年で、その場での挨拶要請が非常にハプニング
でした。あとは厚岸さん訪問と白糠さんには会長・幹
事会等でおじゃましましたけれども、少人数クラブの
交流は非常に楽しい体験でした。小さなクラブでもと
ても一生懸命にやられていて、そして 10人・11人
のクラブでも何かの事業をやると思えば、グローバル
補助金や財団の資金を使えるわけです。財団の再配分
のシステムは非常に良いものだとつくづく思い直した
次第です。
　年度の個々の事業は、これから大委員長さんに発表
を願いますので、そこにお願いします。この会長職で
すが、釧路クラブはしっかりと組織だっていますので
意外と自由裁量権はありません。私は舟木さんの時の
クラブ大委員長の時の方が大胆に活動して案外面白い
と思いました。
　最近の心境ですけれども、ロータリーのすべてに
ギャップを感じて悩んでおります。私自身も年配なの
で、クラブ内のみんなは後世代で若いですから。何か
の行動を起こしたいとしても現実とのギャップもござ
います。何がギャップかというと、奉仕活動で何がで
きるのか、いろいろな課題の芯を捉えているのか、そ
のような歯がゆさがあります。例えば、釧路の街全体
のことを考えたら課題だらけだと思いますし、翻って
私どものクラブの年間予算が 2,680 万円で、昨年 3
月に計算したのですけれども６年間で 1.57 億円を消
費しています。組織は大きく有力者の方が揃っていま
すので、その面で奉仕の範囲内で結果を残せないかと
悶々としたものを今でも持っております。ロータリー
の規定の枠内・奉仕の枠内で、例えばまちづくりなど
のような意見発表でも良いですが、あってしかるべき
かと思っています。ただ前例なしはロータリーでは異
端で、あまり望まれていません。ベクトルが違うとい
うことですかね。そのようなことで個人の中では悩み
として持っております。
そして、最近、禅寺のお坊さんの本で上限を感じまし
た。『いいかげん』という言葉がありますけれども、「い
いカゲン」はだらしないですけれど、「イイかげん」
は身の丈に合った・能力に合った活動で収める。良い



 

意味で「イイかげん」になった方が組織にとっては良
いかと思いまして、自分の力量を知り、その限界値を
知って行動をする。自分の本来あるべき能力において
合法的にロータリーの奉仕の範囲内で何かの活動を生
み出したい。それが私の現在の心境で、私の上限です。
　今日の発言は、私の個人的な意見で、ちょっと中味
的には命がけのつもりで発言しました。何かを生み出
したいというモヤモヤした状態で、これがちょっと
ギャップでありストレスにもなっているいまの心境で
ございます。
　以上です。

中島　徳政幹事
　幹事の中島です。
会長にモヤモヤッと
した最後を持って行
かれまして、スター
トがすごくやりづら
い感じになっており
ます。まずは、昨年

７月にスタートさせていただきまして、皆さまの温か
いご声援・ご協力でここまでやって来られたことに感
謝を申し上げたいと思います。
実を申しますと、滝越会長と昨年の今ごろは何度も話
し合いをさせていただきました。当時はコロナウイル
スが全盛で、制限を受けるような例会であり、クラブ
活動でした。今年度になり、どのように対応して行け
ば良いかを深く話をさせていただき、その時の感染者
数を見ながら「これぐらいなら、こうだね」と話をし
たことを覚えております。そのころ、会長テーマなど
の話もある中で、会長は「コロナ禍によるロータリー
活動の制限を受けるような状態からできるだけ脱却し
て、普通のロータリーに戻していきたい」と幾度も話
をされておりました。私には、その「普通のロータリー」
という感覚のすり合わせがうまくできませんで、その
ことについてお聞きしたら、さらに会長は「事業で何
かをする。大きなことをするのではなく、１回１回の
例会をしっかり開催して。休みが続くと休むことが普
通になり、気にならなくなる。ここで数年そうなって
しまっているメンバーも多くいるような状態があるの
で、例会に出席することが癖になるようなクラブに戻
していくことを目標にしたい」という記載が残ってお
りました。
その思いからスタートして、皆さまご存じのように、
私が会長スローガンを何度も再考していただく形にな
りまして、現在の「創り出そう身近な奉仕を 友情、
愛情 そして熱意で」という滝越会長にはない前向き
なテーマでスタートをしていただきました。
その想いが通じてか、社会情勢なのかよく分かりませ
んけれども、夜間例会は月１回を含めて本年度は 25

回、本日の例会まで休みなく開催させていただいてお
ります。本当にありがたいことだと思っております。
　さて、私のことになりますけれども、小さな会社で
すが、会社の仕事とクラブのための時間の調整を年の
せいにはしたくないのですが、クラブの活動に対して
細部に気を配って毎回の例会や事業、それから企画な
どひとつひとつを自分の中で租借をしながらという思
いはあるのですが、なかなかそこにたどり着くことが
できません。担当をしていただいております委員会さ
ん・大委員長さん・三役さんに大変ご迷惑をおかけし
ている状態だと思っており、申し訳なく思っておりま
す。特に帰還された大山さんには大変ご迷惑をおかけ
しております。前年度の市橋幹事はすごく頼りになっ
たと思いますが、私は全然頼りにならず、ミスコピー
ばかりで裏紙作りをたくさんさせていただいておりま
す。多分、最後にはコピー用紙を贈呈しなければいけ
ないのかと思っております。改めて、皆さんにお礼を
申し上げたいと思っております。
自分としましては、職業奉仕の実現は大変なことだと、
今とても実感をさせていただいております。
　最後になりますが、幹事として本年度、委員会や情
報集会の皆さんの会費の負担の増額をお願いいたしま
した。皆さんに快くご理解をいただき、ご協力いただ
いていることに感謝を申し上げまして『幹事の上期を
振り返って』というご挨拶に代えさせていただきたい
と思います。
あと、半年です。滝越会長はもう山に９割登ったよう
な話をされておりますが、まだ半分でございますので、
ぜひこれからもお力添えをいただきたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。

　クラブ広報・会員組織委員会及川雅順委員長から
メッセージ（中島徳政幹事が代読）
　皆さん、こんにちは。本日は欠席で申し訳ございま
せん。クラブ広報・会員組織委員会の及川です。当委
員会の上期の活動を振り返ってみます。
クラブ会報・雑誌委員会は、小野正晴委員長を筆頭に
各委員が自分の役目をきちんとこなし、ホームページ
の更新を概ね円滑にできていると思います。
会員増強･選考･職業分類委員会は吉田秀俊委員長の
下、委員会を開き職業分類の細分化を検討し、会員選
考をして人数の変動を押さえ、いまだに 104 名を維
持しております。（実は、木村豊年さんが 12月 31日
で退会届を提出されましたので、現在は 103 名になっ
ております）
　ロータリー情報委員会は、８月 25日に『上期新入
会員歓迎会』を開催しました。９月１日から 13日ま
での期間『情報集会』をＡ～Ｊの 10グループに分け
て開催しました。９月 15日に『情報集会報告例会』
を開催し、各班に発表をしていただきました。



 

　以上、クラブ広報・会員組織委員会上期の報告とい
たします。

　クラブ運営委員会　佐藤　貴之委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会の佐藤です。まず
上期を振り返ってで
すが、私たちのクラ
ブ運営委員会は、皆
さまのお時間と会費

のお金を大多数扱っていますので、この上期に関して
は、しっかりやっていかなければいけないということ
でスタートしました。
　先ほど、幹事からもお話しがありましたが、滝越会
長がもう半分終わったような感じのご発言が多々ある
と私も伺ってはいますけれども、各委員会小委員長・
副委員長はまだまだこれから半分残っております。ぜ
ひ会長も残り半分ございますので、元気に頑張ってい
ただければと思っております。
　各小委員会に関しましては、個別でお話しをする予
定はありませんけれども、本日テーブルに上期の出席
率の用紙を乗せておりますのでご確認いただければと
思います。
　親睦委員会は皆さんが大変頑張っております。先週
もそうでしたが横田委員長が司会をするとき、皆さま
が何かと横田委員長をいじる傾向があると思います。
何分、横田委員長はキャラが濃いのでそれが目立って
しまいますけれども、皆さま、次回の横田委員長が司
会のときに実際の中味よく見ていただければ大変素晴
らしい設えをしていることが分かると思います。親睦
委員会は例年よりも数多く開催しております。横田委
員長は本日もやっぱり経験のある工藤さんにいろいろ
話を聞いて勉強をしながら、親睦活動委員会を一生懸
命頑張っております。このような方がきっと『周年事
業』や『地区大会』を支えているのだといつも感じて
いて、私の親睦活動委員会の時とは全く違うという思
いがあります。
　あとは、プログラム委員会に関しまして、本日は村
上委員長は欠席ですけれども下期もほぼすべてプログ
ラムの内容は埋まっております。本当に私、大委員長
が何もしなくても淡々とすべて決まっています。
そのような委員会ばかりです。上期に関しましては、
私が力不足だったということが多々ございました。下
期に関しましても会長と共にこの滝越年度を支えてい
けるように頑張っていきたいと思っております。その
ようなことで下期も委員長をはじめ皆さま、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　吉田　英一委員長
　奉仕プロジェクト
委員長の吉田英一と
申します。今日は秀
俊さんがおりますけ
れど、このロータ
リーでは、私は悪い
方の吉田という愛称

になっておりますので、皆さんご認識いただければと
思います。
　奉仕プロジェクトの４つの委員会を担当させていた
だいています。年度前から恒例の『野球大会』の準備
がありまして、猛暑日の 35度以上で開催された青少
年奉仕委員会担当の『全道中学硬式親善野球大会』は
東堂委員長のご尽力により無事開催することができま
した。会場を提供していただきました釧路湖陵高校と
釧路工業高校、そして釧路リトルシニア球団の関係者
や保護者の皆さまに改めて感謝をさせていただきま
す。
岩田委員長が率います社会奉仕委員会では、「コロナ
禍の学生生活釧路公立大学の現状」というテーマで、
釧路公立大学事務局次長で学生課長の小野寺美香様に
ご講演いただきました。
国際奉仕委員会では、コロナ禍でもあり台北には行け
なかったですけれども、水口委員長のご尽力によりま
して動画でのメッセージとなりましたが、姉妹クラブ
の台北中央クラブとの交流を無事行っていただきまし
た。
曾我部委員長が率います職業奉仕委員会ですが、本行
寺様を訪問させていただき「本行寺の歴史と有形文化
財登録に向けて」というテーマで『職場訪問例会』を
させていただきました。会員であります本行寺の菅原
君には大変お世話になり感謝申し上げます。
各委員長の素晴らしいリーダーシップのおかげで、委
員会メンバーの皆さまをより多く巻き込んでいただ
き、このような結果で無事に半年を過ごすことができ
たことには、非常に感謝申し上げます。
大委員長である私が出る幕がほとんどありませんでし
たが、安心をしておりましたら『クリスマス家族例会』
の余興で、私のキャラではない『きつねダンス』をご
披露させていただき、僕も微力ながら力を発揮できた
と思っております。
残り半年ですが、東堂委員長が率いる青少年奉仕委員
会担当の『アイスホッケー大会』も近々、開催されま
すので皆さまにお願いすることが多々あるかもしれま
せんが、そのときはご理解ご協力をよろしくお願い申
し上げます。
　最後になりますが、滝越会長が年頭の挨拶で、半年
間山を登って、下りる。その下りることも大変なので
『組織を再起動する』すると言われておりまして、テー



 

マでも「友情、愛情そして熱意で」が謳われておりま
す。経営の神様である松下幸之助は、この再起動のこ
とを『日に新た』という言葉を使っております。『日
に新た』のような気持ちで組織を再起動することに
よってさらに活性化すると言われております。
われわれの４委員会は皆さまと力を合わせながら、日
に新たな気持ちで残り半年頑張っていきたいと思って
おりますので、皆さまにおかれましては最後までご理
解ご協力をよろしくお願い申し上げます。ありがとう
ございます。

ロータリー財団・奨学推進委員会　米本　富夫委員長
　皆さん、こんにち
は。ロータリー財団・
奨学推進委員会の米
本です。今日はよろ
しくお願いします。
『上期を振り返って』
ということですけれ

ども、私の上期は、昨年の今ぐらいの新年交礼会が終
わってから始まったような気がしております。２月に
は、次年度理事予定者による理事会が開催されました。
そこで、委員会の活動方針を提出しなさい、各委員会
の正・副委員長を選出しなさいとなって、いろいろ大
変な苦労をしてきたことが記憶に残っております。
　そうこうしているうちに、４月になりますと旭川で
『地区研修会』があり、戻りましてその発表。そうし
ているうちにもう７月、2022-2023 年度がスタート
してしまったと思っております。
　私どもの委員会では、秋にＮＡＹＵＴＡの会と合同
の『米山記念奨学会チャリティーゴルフコンペ』を開

催させていただきました。多くの皆さまにご出席をい
ただきまして本当にありがとうございます。また 11
月には例会を担当しておりましたが、講師の都合によ
り中止になりまして、荒井委員長がピンチヒッターで
例会を収めていただきました。本当にありがとうござ
います。
ということで、なんとなくもの足りなかった上期とい
う感じがしていますけれども、下期はそれを糧にまた
頑張っていきたいと思っています。
　余談ですけれど、私は下手ですけれどゴルフが好き
で、年に結構な回数行かせてもらっています。昨年、
ドライバーを新調して少し頑張り、前半は飛距離も伸
びてスコアもベストスコアの 90が出ました。これは
80台前半まで行くのではないかという勢いで頑張り
ましたが、8月の中旬から段々スコアが落ちてきて、
最後には 110 回の大叩きをして締め括ってしまった
苦い経験があります。ロータリーの方も、昨年の私の
ゴルフのようにならないように地に足を付けてしっか
りと目標を見据えて、思いっきり気持ち良く振り切っ
て後半を乗り切りたいと思っておりますので、皆さま
方ご協力のほどをよろしくお願いします。
　以上で、私の報告になります。ありがとうございま
す。

本日のニコニコ献金

■吉田　秀俊君 　来週の例会で私の甥が講師を務めさせて頂きますので、よろしくお願いします。

今年度累計　　308,000 円　　


